
野
県
の
南
部
を
縦
断
す
る
大
き
な
山
脈
で

す
。 

　

中
央
ア
ル
プ
ス
が
出
来
は
じ
め
た
の
は

約
百
万
年
前
と
い
わ
れ
、
東
西
か
ら
の
大

き
な
圧
力
に
よ
っ
て
隆
起
を
繰
り
返
し
な

が
ら
現
在
の
山
脈
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　

地
形
は
急
峻
で
標
高
六
〇
〇
㍍
の
山
麓

か
ら
一
気
に
二
、
五
〇
〇
㍍
に
達
し
て
い

ま
す
。 

　

谷
は
滝
が
連
続
す
る
素
晴
ら
し
い
景
観

で
、
ふ
も
と
に
は
山
脈
に
平
行
し
て
出
来

た
断
層
に
よ
る
段
上
に
急
流
が
押
し
出
し

て
扇
状
地
を
造
り
な
が
ら
、
同
時
に
中
央

部
を
削
り
取
っ
て
造
ら
れ
た
田
切
地
形
が

多
数
見
ら
れ
ま
す
。

　

高
山
地
帯
に
は
、
氷
河
期
に
造
ら
れ
た

い
く
つ
か
の
カ
ー
ル
地
形
が
見
ら
れ
ま

す
。 

中
で
も
千
畳
敷
カ
ー
ル
は
有
名
で
、

コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
や
チ
ン
グ
ル
マ
な
ど
の

高
山
植
物
と
相
ま
っ
て
非
常
に
美
し
い
景

観
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　

中
央
ア
ル
プ
ス
の
大
部
分
は
花
崗
岩
地

帯
で
、
崩
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
が
、
白
砂
と
ハ
イ
マ
ツ
、
高
山
植
物

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
と
て
も
美
し
い
で

す
。

　

今
で
は
千
畳
敷
ま
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が

設
置
さ
れ
、
気
軽
に
行
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
空
木
岳
、
南
駒
ヶ
岳
な
ど
の

南
部
の
山
々
は
、
静
か
で
雄
大
な
昔
な
が

ら
の
山
岳
の
良
さ
を
残
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
自
然
は
過
去
か
ら
未
来
に
預
か
っ

た
み
ん
な
の
宝
物
で
す
。  

　

大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
人
で
も
多

く
の
人
に
伝
え
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。    

ア
ク
セ
ス
方
法

 

・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
利
用  

　

○
Ｊ
Ｒ
利
用
の
方   

　
　

Ｊ
Ｒ
駒
ヶ
根
駅
か
ら
し
ら
び
平
ま
で 

　
　

専
用
バ
ス
で    

　
　

し
ら
び
平
駅
か
ら
千
畳
敷
駅
ま
で

　
　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

 　

（
マ
イ
カ
ー
利
用
の
方
は
中
央
道
駒
ヶ

　
　

根
Ｉ
Ｃ
で
降
り
右
折
、
駒
ヶ
根
市
菅

　
　

の
台
で
専
用
バ
ス
に
乗
換
え
、
前
項

　
　

と
同
様
に
千
畳
敷
駅
ま
で
ロ
ー
プ

　
　

ウ
ェ
イ
に
て
） 

・
徒
歩
（
登
山
道
）

　

北
部
に
登
る
ル
ー
ト
だ
け
で
も
十
本
前

後
の
道
が
あ
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
以
外
で

も
時
間
を
か
け
て
楽
し
め
る
登
山
も
で

き
、
最
近
再
び
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

中
央
ア
ル
プ
ス

「駒
ヶ
岳
」

            

南
信
森
林
管
理
署 

一 

は
じ
め
に  

　

木
曽
谷
と
伊
那
谷
、
二
つ
の
谷
の
間
に

そ
び
え
立
つ
中
央
ア
ル
プ
ス
。  

花
崗
岩

の
白
さ
と
ハ
イ
マ
ツ
の
緑
に
包
ま
れ
た
美

し
い
カ
ー
ル
地
形
は
中
央
ア
ル
プ
ス
な
ら

で
は
の
も
の
で
す
。  

登
山
の
途
中
足
を

止
め
る
と
、
そ
こ
に
は
何
千
年
も
前
か
ら

続
く
自
然
の
営
み
が
あ
り
、
私
た
ち
を

黙
っ
て
包
ん
で
い
て
く
れ
る
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
す
。 

  二 

中
央
ア
ル
プ
ス
の
概
要   

　

中
央
ア
ル
プ
ス
は
、
本
州
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
木
曽
川
と
天
竜
川
の
分
水
嶺

を
な
し
て
い
ま
す
。  

元
々
は
木
曽
山
脈

と
い
わ
れ
、
南
北
の
距
離
約
九
十
㎞
、
東

西
の
幅
約
十
㎞
前
後
の
圏
内
に
三
千
㍍
級

の
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

主
峰
は
駒
ヶ
岳
（
二
、
九
五
六
㍍
）、

北
は
経
ヶ
岳
（
二
、
二
九
六
㍍
）
か
ら
南

は
恵
那
山
（
二
、
一
九
〇
㍍
）
ま
で
の
長
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宝剣岳と千畳敷カール

夏の千畳敷カール


